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個
人
情
報
保
護
基
本
法

案

目
次第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

基
本
原
則
（
第
四
条
―
第
十
一
条
）

第
三
章

法
制
上
の
措
置
等
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

第
四
章

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
等

第
一
節

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
及
び
施
策
等
（
第
十

四
条
―
第
十
六
条
）

第
二
節

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
基
本
方
針
（
第
十
七
条
）

第
三
節

苦
情
処
理
の
た
め
の
措
置
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
条
―
第
二
十
二
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）
こ
の
法
律
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
諸
領
域
に
お
け

第
一
条
る
国
際
的
な
相
互
依
存
関
係
の
急
速
な
発
展
、
高
度
情
報
通
信
社

会
の
進
展
に
伴
い
個
人
情
報
の
利
用
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
こ

と
等
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
、
社
会
環
境
及
び
技
術
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
本
人
に
よ
る

個
人
情
報
の
管
理
に
関
す
る
権
利
が
個
人
の
尊
厳
に
由
来
す
る
人

格
利
益
の
尊
重
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
し
、
基
本
原
則
、

国
の
行
政
機
関
等
及
び
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業

者
に
係
る
法
制
上
の
措
置
並
び
に
政
府
に
よ
る
基
本
方
針
の
作
成

そ
の
他
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項

等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）こ
の
法
律
に
お
い
て
「
個
人
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
個

第
二
条
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生

年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

る
も
の
を
含
む

）
を
い
う
。

。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
は
、
個

人
情
報
を
含
む
情
報
の
集
合
物
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
情
報
を

【
名
称
】

★
こ
の
法
案
は
、
今
後
の
個
人
情
報
保
護

法
制
の
理
念
と
基
本
と
な
る
べ
き
原
則
を

定
め
る
「
基
本
法
」
で
あ
る
。
こ
の
基
本

法
を
指
針
と
し
て
各
分
野
及
び
各
業
界
の

個
別
的
な
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ

る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

…
…
【
目
次
】

★
詳
細
な
義
務
規
定
等
は
各
分
野
及
び
各

業
界
ご
と
の
特
殊
性
に
合
わ
せ
た
個
別
法

で
定
め
る
べ
き
と
の
観
点
か
ら
、
政
府
案

の
第
五
章
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義

務
等
」
（
義
務
規
定
の
章
）
を
全
面
削
除

し
て
い
る
こ
と
に
留
意
。

…
…
【
第
一
条
】

★
政
府
案
で
は
、
法
律
制
定
の
動
機
に
つ
い

て
、
「
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
」
の
み

を
特
記
し
て
い
る
が
、
本
法
案
で
は
、
国
際

的
相
互
依
存
関
係
の
発
展
と
い
っ
た
例
示

を
追
加
し
つ
つ
、
国
際
環
境
・
社
会
環
境
・

技
術
環
境
な
ど
の
よ
り
幅
広
い
観
点
か
ら

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

★
政
府
案
に
あ
っ
た
「
個
人
情
報
の
有
用

性
」
を
削
除
し
、
個
人
情
報
を
あ
ら
た
な

「
資
源
」
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
を
排
除
し

て
い
る
。
そ
の
「
有
用
性
」
に
つ
い
て
は
分
野

ご
と
の
個
別
法
で
そ
の
取
扱
い
規
則
を
定

め
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る
。
★
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
個
人
情
報
の
本

人
に
よ
る
自
己
管
理
権
に
言
及
し
、
こ
れ

が
憲
法
の
定
め
る
「
個
人
の
尊
厳
」
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

…
…

【
第
二
条
第
二
項
】

★
政
府
案
で
は
「
電
子
計
算
機
以
外
の
方

法
で
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
政
令
委
任
し
て
い
る
の
に

対
し
、
本
法
案
で
は
、
恣
意
的
な
政
令
制
定

の
余
地
を
減
ず
る
た
め
、
こ
の
法
律
の
解

釈
と
し
て
導
き
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

…
…
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電
子
計
算
機
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
の
行
政
機
関
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
を
い
う
。

一

国
の
行
政
機
関

二

地
方
公
共
団
体

三

独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を

い
う
。
以
下
同
じ

）
。

四

特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特

別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法

人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
二

号
）
第
四
条
第
十
五
号
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ

）
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営

業
者
」
と
は
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
営
利
の
目
的
を
も
っ

て
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
者
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。

一

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
専
ら
次
の
各
号
に
掲
げ

る
目
的
を
も
っ
て
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
取
り
扱
う
も
の

イ

放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
等
の
報
道
機
関
そ
の
他
報
道

又
は
評
論
の
事
業
を
行
う
団
体
又
は
個
人
（
報
道
又
は
評
論

に
係
る
出
版
事
業
を
行
う
団
体
又
は
個
人
を
含
む
。
）

政

治
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
公
共
的
な
事
項
に
関
し
て
報
道
し
、

又
は
評
論
す
る
目
的

ロ

大
学
そ
の
他
の
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
機
関
若
し
く
は

団
体
又
は
そ
れ
ら
に
従
事
す
る
者

学
術
研
究
の
用
に
供
す

る
目
的

ハ

宗
教
団
体

宗
教
活
動
（
こ
れ
に
付
随
す
る
活
動
を
含
む
。
）

の
用
に
供
す
る
目
的

ニ

政
治
団
体

政
治
活
動
（
こ
れ
に
付
随
す
る
活
動
を
含
む
。
）

の
用
に
供
す
る
目
的

二

そ
の
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
量
及
び
利
用
方
法
か
ら
み
て
個

人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
少
な
い
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
者

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
個
人
情
報
に
つ
い
て
「
本
人
」
と
は
、
個

人
情
報
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。

（
こ
の
法
律
の
解
釈
及
び
運
用
等
）

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
個
人

第
三
条

【
第
二
条
第
三
項
】

★
の
ち
の
条
文
で
使
い
や
す
く
す
る
た
め

に
、
新
た
に
「
国
の
行
政
機
関
等
」
と
い

う
名
称
（
略
称
）
を
設
け
て
い
る
。

…
…

【
第
二
条
第
四
項
】

★
政
府
案
は
個
人
情
報
を
「
業
と
し
て
（
＝

反
復
継
続
的
に
）
」
取
り
扱
う
者
す
べ
て
を

「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
し
て
法
の
対

象
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
法
案
で
は

「
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業

者
」
と
い
う
定
義
を
設
け
、
多
数
の
個
人
情

報
を
「
営
利
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
の
用

に
供
し
て
い
る
者
」
に
限
定
し
て
い
る
。

★
し
た
が
っ
て
営
利
を
目
的
と
し
な
い
個

人
の
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
非
営
利
セ

ク
タ
ー
は
こ
の
法
律
の
適
用
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
人
情
報
保
護

の
必
要
性
が
生
じ
た
理
由
を
考
え
れ
ば
、

当
然
の
規
定
で
あ
る
。

…
…
【
第
二
条
第
四
項
第
一
号
イ
】

★
報
道
機
関
等
に
つ
い
て
、
本
法
案
で
は
、

そ
も
そ
も
基
本
原
則
を
は
じ
め
と
し
た
こ

の
法
律
の
適
用
対
象
そ
れ
自
体
か
ら
除
い

て
い
る
。

★
そ
の
際
、
例
示
し
た
報
道
機
関
ば
か
り

で
は
な
く
、
出
版
社
を
含
め
、
同
様
の
活

動
に
携
わ
る
団
体
や
個
人
を
も
除
外
す
る

旨
を
明
記
し
た
。

★
た
だ
し
、
「
報
道
又
は
評
論
に
係
る
出

版
事
業
」
と
限
定
し
た
の
は
、
悪
質
な
名

簿
業
者
等
の
自
称
「
出
版
事
業
者
」
を
本

除
外
規
定
か
ら
排
除
す
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
後
出
「
基
本
原
則
」
で
も
「
差
別

の
排
除
」
を
謳
っ
て
い
る
。

…
…
【
第
二
条
第
四
項
第
二
号
】

★
「
小
規
模
事
業
者
」
規
定
は
、
営
利
事

業
者
で
あ
っ
て
も
、
家
内
営
業
者
等
を
規

制
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

…
…
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情
報
保
護
の
た
め
の
個
別
法
（
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
定
め

る
法
制
上
の
措
置
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
法
律
を
い
う
。
次
項

及
び
附
則
第
二
項
に
お
い
て
同
じ

）
は
、
個
人
情
報
が
個
人
の

。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
そ
の
他
の
人
格
的
及
び
財
産
的
権
利
利
益
に
密
接

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
日
本
国
憲
法
の
規
定

す
る
個
人
の
尊
厳
に
由
来
す
る
人
格
尊
重
の
理
念
の
下
に
、
本
人

が
、
自
己
に
係
る
個
人
情
報
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
ず
、
か
つ
、

そ
の
侵
害
を
未
然
に
防
止
す
る
等
の
観
点
か
ら
当
該
個
人
情
報
の

内
容
及
び
収
集
、
利
用
等
に
関
し
て
管
理
す
る
権
利
を
有
す
る
と

の
理
念
に
基
づ
い
て
、
解
釈
し
、
及
び
運
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
個
人
情
報

保
護
の
た
め
の
個
別
法
は
、
報
道
の
自
由
を
含
む
表
現
の
自
由
、

学
問
の
自
由
、
信
教
の
自
由
及
び
政
治
活
動
の
自
由
が
、
民
主
主

義
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
が
保
障

す
る
基
本
的
な
人
権
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
個
人
で
あ
る
と

法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
に
、
こ
れ
ら
の
日
本
国

憲
法
が
保
障
す
る
諸
自
由
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
行
為
を
制
限
す

る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
は
、
前
二
項
に
定
め
る

こ
の
法
律
の
解
釈
及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
自
主
的
に
、
そ
の

行
う
事
業
の
内
容
及
び
特
殊
性
に
応
じ
た
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

基
本
原
則

（
基
本
原
則
の
遵
守
）

国
の
行
政
機
関
等
及
び
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取

第
四
条
扱
営
業
者
は
、
次
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
基
本
原
則
に

の
っ
と
り
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）

個
人
情
報
は
、
そ
の
利
用
の
目
的
が
明
確
に
さ
れ
る
と
と

第
五
条
も
に
、
当
該
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
取
り
扱
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
き
は
速
や
か
に
廃
棄

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
正
な
取
得
）

【
第
三
条
】

★
こ
の
規
定
は
い
わ
ゆ
る
解
釈
規
定
で
あ

る
が
、
本
法
案
の
精
神
を
現
す
も
の
で
あ

り
、
本
法
案
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

★
ま
ず
第
一
項
で
は
個
人
情
報
の
本
人
に

よ
る
自
己
管
理
権
に
つ
い
て
、
第
二
項
で

は
報
道
・
表
現
の
自
由
等
の
重
要
性
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

解
説
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

★
第
三
項
で
は
、
本
法
案
の
適
用
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
る
報
道
機
関
等
に
つ
い

て
、
よ
り
信
頼
感
の
あ
る
活
動
を
促
す
た

め
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
自
主
的
取

組
み
の
必
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
。

…
…

【
第
四
条
】

★
政
府
案
で
は
、
個
人
た
る
と
法
人
た
る

と
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
事
業
者
で
あ
る
と
一

回
限
り
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
者
で
あ

る
と
を
問
わ
ず
に
、
お
よ
そ
「
個
人
情
報
を

取
り
扱
う
者
」
す
べ
て
に
対
し
て
、
基
本
原

則
の
遵
守
義
務
を
か
け
て
い
る
が
、
本
法
案

で
は
、
「
国
の
行
政
機
関
等
」
と
第
二
条
（
定

義
）
第
四
項
で
限
定
し
た
「
特
定
個
人
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
」
に
対
し
て
だ

け
（
つ
ま
り
、
第
十
二
条
・
第
十
三
条
（
地
方

公
共
団
体
に
つ
い
て
は
第
十
五
条
第
二
項
）

に
お
い
て
個
別
法
の
対
象
と
な
り
得
る
者

に
対
し
て
だ
け
）
、
基
本
原
則
の
遵
守
義
務

を
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

★
つ
ま
り
、
本
法
案
は
「
お
よ
そ
あ
ま
ね

く
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
法
」

な
の
で
は
な
く
て
、
「
個
別
法
制
定
に
関
す

る
指
針
を
示
す
、
と
い
う
意
味
で
の
基
本

法
」
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

★
重
要
か
つ
緊
急
の
政
策
表
明
と
し
て
、

十
分
に
合
理
性
を
有
す
る
規
定
で
あ
る
。

…
…
【
第
五
条
】

★
よ
り
適
正
な
取
扱
い
を
期
す
た
め
、
政

府
案
に
は
な
い
「
廃
棄
」
規
定
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

…
…
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個
人
情
報
は
、
適
法
か
つ
適
正
な
方
法
で
取
得
さ
れ
な
け

第
六
条
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
正
確
性
の
確
保
）

個
人
情
報
は
、
そ
の
利
用
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲

第
七
条
内
で
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
差
別
の
排
除
）

個
人
情
報
は
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
助
長
し
、
又
は

第
八
条
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
を
、
そ
の
内
容
に
含
ん
で
は
な
ら

な
い
。

（
安
全
性
の
確
保
）

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
漏
え
い
、
滅
失
又

第
九
条
は
き
損
の
防
止
そ
の
他
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
透
明
性
の
確
保
）

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
本
人
が
適
切
に
関

第
十
条
与
し
得
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
的
移
転
の
制
限
）

個
人
情
報
の
外
国
へ
の
移
転
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
外

第
十
一
条

国
に
お
い
て
こ
の
法
律
と
同
一
又
は
類
似
の
個
人
情
報
の
保
護
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
移
転
が
な
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

法
制
上
の
措
置
等

（
国
の
行
政
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
に
係
る
措
置
）

国
は
、
国
の
行
政
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
保
有
す
る
個

第
十
二
条

、

、

人
情
報
の
性
質

当
該
個
人
情
報
を
保
有
す
る
目
的
等
を
勘
案
し

そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

法
制
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

国
は
、
独
立
行
政
法
人
及
び
特
殊
法
人
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格

及
び
業
務
内
容
に
応
じ
、
そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
に
係
る
措
置
）

【
第
八
条
】

★
政
府
案
に
は
な
い
基
本
原
則
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
、
Ｅ
Ｕ
、
国
連
人
権
委
員
会
な
ど
の
国

際
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
本
法
案
で

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

…
…

【
第
十
一
条
】

★
こ
れ
も
、
第
八
条
と
と
も
に
、
政
府
案

に
は
な
い
基
本
原
則
で
、
国
際
的
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
本
法
案
で
追
加
し
た
も

の
で
あ
る
。

…
…

【
第
十
二
条
】

★
こ
の
規
定
に
の
っ
と
っ
て
、
「
行
政
機
関
の

個
人
情
報
保
護
法
」
と
「
独
立
行
政
法
人
等

の
個
人
情
報
保
護
法
」
が
個
別
法
と
し
て
制

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
現
に

提
出
さ
れ
て
い
る
政
府
案
は
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
制
定
さ
れ
る
も
の
、
と
位
置
付
け
る
こ

と
に
な
る
。
政
府
案
の
規
定
（
第
十
一
条

第
一
項
・
第
二
項
）
と
同
じ
で
あ
る
。

…
…
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国
は
、
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
の
う

第
十
三
条

ち
、
金
融
取
引
、
医
療
、
電
気
通
信
の
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
個

人
の
権
利
利
益
の
一
層
の
保
護
を
図
る
た
め
特
に
そ
の
適
正
な
取
扱

い
の
厳
格
な
実
施
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
法
制
上
の
措

置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
条
に
定
め
る
こ

の
法
律
の
解
釈
及
び
運
用
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
に
特
に
配
慮

し
、
か
つ
、
第
五
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
基
本
原
則
に

の
っ
と
る
と
と
も
に
、
そ
の
対
象
と
す
る
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
量
、
内
容
の
機
密

性
、
漏
え
い
等
不
適
正
な
取
扱
い
に
よ
る
被
害
の
程
度
等
を
勘
案

し
、
実
効
的
か
つ
柔
軟
な
仕
組
み
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

第
一
項
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
特
定
個

人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
の
団
体
が
、
そ
の
業
務
の
対

象
と
な
る
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
の
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
第
五
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る

基
本
原
則
に
の
っ
と
り
、
当
該
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取

扱
営
業
者
の
行
う
事
業
の
内
容
及
び
特
殊
性
に
応
じ
た
個
人
情
報

の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
政
府
は
、
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

第
四
章

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
等

第
一
節

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
及
び
施
策
等

（
国
の
責
務
及
び
施
策
）

国
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
個
人
情
報
の

第
十
四
条

適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
策

定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
、
又
は
実
施
す
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
施
策
及
び
国
民
又
は
事
業
者
等
が
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
の
確
保
に
関
し
て
行
う
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

情
報
の
提
供
、
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
等
が

講
ず
べ
き
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
の
指
針
の

策
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
及
び
施
策
）

地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

第
十
五
条

【
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
】

★
こ
れ
ら
の
規
定
に
の
っ
と
っ
て
、
特
定

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
（
い

わ
ゆ
る
民
間
事
業
者
）
を
対
象
と
し
た
個

別
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

★
と
り
わ
け
国
際
的
に
も
個
人
情
報
保
護

の
緊
急
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
金
融
取
引

・
医
療
・
電
気
通
信
の
三
分
野
を
例
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
早
急
に
こ
れ
ら
分
野
の
特

殊
性
に
配
慮
し
た
実
効
的
な
個
別
法
制
定

を
促
す
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

★
な
お
、
政
府
案
に
は
こ
の
三
分
野
の
例

示
等
は
な
く
、
各
方
面
か
ら
そ
の
実
効
性

が
疑
わ
れ
て
い
る
。

…
…

【
第
十
三
条
第
三
項
】

★
各
分
野
ご
と
の
個
別
法
が
制
定
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
自
主

規
制
に
委
ね
る
こ
と
を
明
記
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
個
人
情
報
保
護
の
よ
う
に
、
重
要
か

つ
緊
急
で
あ
る
一
方
、
き
め
の
細
か
い
対
応

が
必
要
な
課
題
に
対
し
て
は
、
政
府
案
の
よ

う
な
包
括
法
方
式
で
は
実
効
性
の
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

…
…
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そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び

こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
性
質
、
当
該

個
人
情
報
を
保
有
す
る
目
的
等
を
勘
案
し
、
そ
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
適
正
な
取
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

地
方
公
共
団
体
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る

た
め
、
そ
の
区
域
内
の
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業

者
及
び
住
民
に
対
す
る
支
援
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
協
力
）

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

第
十
六
条

る
施
策
を
講
ず
る
に
つ
き
、
相
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
基
本
方
針

政
府
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的

第
十
七
条

か
つ
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

基
本
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う

）
を
定
め
な
け
れ
ば

。

な
ら
な
い
。

２

基
本
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。
一

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的

な
方
向

二

国
が
講
ず
べ
き
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

事
項

三

地
方
公
共
団
体
が
講
ず
べ
き
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

四

独
立
行
政
法
人
及
び
特
殊
法
人
が
講
ず
べ
き
個
人
情
報
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
が
講
ず
べ
き
個

人
情
報
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
の
円
滑
な
処
理
に
関
す

る
事
項

七

そ
の
他
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る

重
要
事
項

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
民
生
活
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
基

本
方
針
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
基
本
方
針
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
節

苦
情
処
理
の
た
め
の
措
置

（
国
の
講
ず
る
措
置
）

国
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
国
の
行
政
機
関
等

第
十
八
条

又
は
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
と
本
人
と
の
間

に
生
じ
た
苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
を
図
る
た
め
、
苦
情
処

理
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設
置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
講
ず
る
措
置
）

地
方
公
共
団
体
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
特
定

第
十
九
条

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
取
扱
営
業
者
と
本
人
と
の
間
に
生
じ
た

苦
情
が
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
苦
情

の
処
理
の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

雑
則

（
施
行
の
状
況
の
公
表
）

内
閣
総
理
大
臣
は
、
関
係
す
る
行
政
機
関
（
法
律
の
規

第
二
十
条

定
に
基
づ
き
内
閣
に
置
か
れ
る
機
関
（
内
閣
府
を
除
く

）
及
び

。

内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関
、
内
閣
府
、
宮
内
庁
、
内
閣

府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一

項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機

関
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ

）
の
長
に
対
し
、
こ
の
法
律

。

の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
毎
年
度
、
前
項
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
、

そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
連
絡
及
び
協
力
）

内
閣
総
理
大
臣
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
係
す
る

第
二
十
一
条

行
政
機
関
の
長
は
、
相
互
に
緊
密
に
連
絡
し
、
及
び
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

【
第
十
八
条
】

★
こ
の
第
三
者
機
関
に
つ
い
て
は
内
閣
府
の

外
局
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ

う
が
、
「
第
三
者
機
関
」
で
あ
る
以
上
は
、
そ

の
所
掌
事
務
及
び
権
限
等
の
独
立
性
は
当

然
に
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
別
途
設

置
法
に
お
い
て
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

★
ま
た
、
政
府
案
と
異
な
り
、
本
条
の
苦
情

に
は
「
取
扱
営
業
者
と
本
人
」
と
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
「
国
の
行
政
機
関
等
と
本

人
」
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
苦
情
処
理
機
関
の
「
第
三
者

性
」
が
強
く
求
め
ら
れ
の
で
あ
る
。

★
な
お
、
政
府
案
第
三
十
六
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
「
取
扱
事
業
者
に
よ
る
苦
情
処
理
」

や
、
こ
れ
に
関
す
る
「
認
定
」
の
制
度
（
同
四

十
二
条
）
の
よ
う
な
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の

妥
当
性
を
も
検
討
し
た
上
で
、
個
々
の
分
野

ご
と
に
制
定
さ
れ
る
個
別
法
に
お
い
て
規
定

さ
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
り
、
本
法
案
で
は
触

れ
て
い
な
い
。

…
…
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条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実

第
二
十
二

施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
個
人
情
報

保
護
の
た
め
の
個
別
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律

の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
そ
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、

検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ

ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

３

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
第
六
十
一
号
を
第
六
十
二
号
と
し
、
第
三
十

九
号
か
ら
第
六
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
十
八
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
九

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
基
本
方
針
（
個
人
情
報

保
護
基
本
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）
第
十
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う

）
の
作
成
及
び
推
進
に

。

関
す
る
こ
と
。

「

」

「

」

第
十
一
条
中

第
三
項
第
六
十
号

を

第
三
項
第
六
十
一
号

に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
並
び
に
市
民
活
動
の
促
進
」

を
「
、
市
民
活
動
の
促
進
並
び
に
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の

確
保
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百

（

二
十
一
号

」
の
下
に
「
及
び
個
人
情
報
保
護
基
本
法
」
を
加
え

）

る
。附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
三
項
第
五
十
三
号
」
を

「
第
四
条
第
三
項
第
五
十
四
号
」
に
改
め
る
。

【
附
則
第
二
項
】

★
い
わ
ゆ
る
「
見
直
し
条
項
」
で
あ
る
。

こ
の
法
律
及
び
個
別
法
に
盛
ら
れ
た
施
策

は
完
璧
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
施
行
後
、

し
っ
か
り
と
「
政
策
評
価
」
を
行
な
い
、

不
具
合
が
あ
れ
ば
制
度
設
計
を
練
り
直
し

な
さ
い
、
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

…
…


